
生
産
利
益
オ
治
費
利
益
の
衝
突

陶

現
時
の
経
済
と
両
者
の
衝
突

河

'
田

嗣

郎

視
聴

の
経
済
組
織
の
下
に
在
っ
て
は
、
生
産
利
益
ざ
消
費
利
益
ご
は
、
兎
角

一
致
し
難
い
も

の
で
あ
る
。
.其
の

利
害
の
不

㎜
致
は
、
蕾

に
生
産
者
ご
消
費
者
ご
の
問

に
之
を
観

る
の
み
な
ら
す
、
國
家

の
政
策
に
於

て
も
両
者
其

…
の
何
れ
を
取

る
べ
き
か
、
其

の
呵
れ
を
重
ん
ず

べ
意
か
に
つ
い
て
、
時
々
調
子

の
狂
ふ
を
見
る
の
で
あ
る
。
現
今

…
我
國

に
於

て
経
済
生
活
が

一
般
的
に
甚
し
く
不
安
を
戯
事
る
に
至
り
、
肚
會
問
題
な
ざ

の
其
間

に
喧
し
く
起
り
來

　

、
り
起
る
ご
同
時
に
、
國

の
経
済
政
策
が
大

い
に
行
詰
っ
て
見
ゆ
る
の
は
、
是
亦
や
は
り
生
産
利
益

と
消
費
利
盆
ε

の
大
い
な
る
「.不
届
よ
り
出
で
て
來
な
歌
態

で
あ

っ
て
、
然
か
も
獣
た
其
間

に
庭
す
べ
き
国
家

の
政
策

の
大
方
針
が

定
ま
ら
す
、
定
ま
つ
穴
も
の
は
時

の
實
妖

の
要
求

下
る
所

に
合
致
せ
ぬ
か
ら

　の
こ
ε
で
あ
る
。

現
時

の
個
人
主
義
経
済
組
織
の
下
に
在

っ
て
園
、
生
産
は
個
々
の
私
人

や
私
曾
肚

が
轡
利

の
矯
め
に
私

の
企
業
.

.

と
し
て
之
を
行
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
其

の
生
産

は
果
し
て
能
く
實
際
の
需
要

に
適
合
す
る
や
否
や
の
豫

め
知
り

.

難
く
、
生
産
が
行
は
れ
て
供
給

こ
し
て
市
場
に
表
は
れ
て
見

て
、
然

る
上
に
甫
め
て
果
し
て
善
く
そ
が
實
際

の
需

.

要
に
適
合
す
る

や
否
や
の
定
ま
る
次
第
で
あ
る
。
昔
時
に
在
り
て
ば
生
産

は
消
費
を
目
安
こ
し
て
行
は
れ
、
實
際

時
事
問
題

生
産
利
益
ピ
消
費
利
益
の
衝
突
.

第
九
巻

ハ第
四
観
・、一
一
一
〕

玉
入
王

'



暗
事
問
題

生
産
利
益
ピ
消
費
利
益
の
衝
突

r
.

第
九
壷

(第
四
號
・一
〒
二
)

五
八
六

　
の
需
要

に
謁
し

て
其

の
必

要

こ
す

る
種
類

品
質

及

び
分

量
.の
財
貨

の
生
産

が
行

は
れ
、
生
産

は
全
く
必
要

の
爲
齢

…
に
す

る
生
産

で
あ

っ
な
。
即

ち
需
要

が
先

づ
定

ま
り

て
然

る
上
に
之

に
謝

し
て
生
産

供
給

が
行

は
る

、
の
で
あ

っ

翼

か
ら
、
供
給
は
常

塁

で

需
港

適
合
し
、
生
産
は
消
費
に
適
合
す
る
を
糞

。,
然

る
に
現
時
の
生
産
は
只
管

瞥
利

の
目
的

の
薦
め
に
行
は
れ
、
然
か
も
生
産
者
は
市
場
に
於
け
る
需
要
を
豫
怨
し
て
先
づ
生
産
を
行
ひ
供
給
を

,

行
ふ
有
様
で
あ
る
か
ら
、
供
給
が
先
づ
行
は
れ
て
需
要
は
却

っ
て
後
か
ら
之
に
射
し
て
表

は
れ
來
る
次
第
で
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
し
て
現
時
に
在
ウ
て
は
、
供
給
が
果
.し
て
好
.く
需
要
に
適
合
し
得
ち
や
否
や
は
豫
め
之
を
知
・る
に
難

く
、
實
際

に
於

て
両
者
を
競
合
さ
し
て
見
て
か
ら
で
な
く
て
は
わ
か
り
兼

職
る
こ
と
ゾ

な
る
の
で
あ
る
。

斯
か
る
歌
態

に
在

る
生
産
は
洵

に
不
安
定
な
も
の
で
、
祉
會
主
義
者
が
好
む
で
之
を
生
産

の
無
政
府
的
状
態

ε

.

租
…す
る
は
、
其
故
あ
り
ε
せ
な
げ
れ
ば
な
ら
ね
。

次
に
久
清
費
の
方
面
に
在

り
て
も
、
現
時
の
個
人
主
義
挫
濟
組
織
は
、
之
を
各
個
人

の
自
由
に
放
任
し
、
各
偶

人

は
大
多
搬
は
家
庭
を
作

っ
て
之
を
輩
位

と
し
て
、
個
々
思

ひ
思
ひ
の
消
費
を
行
っ
て
居
る
。
而
し
て
財
貨
に
封

…
す
る
其

の
消
費
上
の
必
要
は
需
要

ご
し
て
市
場

に
表
は
れ
て
、
供
給
ご
の
適
合
を
得
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
藁

し
て
能

一
供
絶

三

教
適
掌

る
を
得
て
、
消
費
上
の
満
足
を
見
得

る
や
否
や
は
、
到
底
豫
見

し
難
い
。
.

幹

に
.豫

見
し
難

き

の
み
な

ら
事
、
實
際

に
於
て
は
消
費

上
の
必
要

が
満

足

さ
れ
得

な
い
部
分

は
、
或

は
却

っ
て
満
.

一
足

さ
る
る
部

分
よ
り

も
人

な

る
有

様
で
あ

る
。
.

・



斯
く
て
現
今
之
を
困
民
経
済
ご
い
ふ
全
膿

の
組
織
よ
り
観

れ
ば
、

一
方

に
清
費
上
の
必
要

の
存

し
.
他
方
に
盛

　
に
生
産

の
行
は
る

＼
に
拘
ら
チ
、
両
者

の
満
足
な
る
適
合
を
見
出
し
得
ざ
る
結
果

ε
し
て
、
国
民
経
済
全
膿

が
調

子

の
取

れ
識
も

の
こ
な
り
、

一
面
に
於
て
は
生
産
不
安
、
企
業
不
安
の
弊
害
を
俘

ひ
、
他
面

に
於
て
は
消
費
不
安
、

亙

渠

安
の
疾
患
星

み
・
つ
ま
り
慧

粗
塗

艘
蒙

安
定
の
も
の
妄

り
・
経
済
生
誉

引
き
て
は
国
民
の

.

一
般
的
生
、活
を
し
て
、
不
安
定
な
る
も
の
な
ら
し
む
る
次
第
で
あ
る
。
就
會
問
題

の
如
き
は
這
問
に
生
じ
来
る
楓

本
組
織
上

の
問
題

で
あ

る
。

加
之
、
現
時
の
経
済
組
織
の
下
に
在
り
て
は
、
消
費
は
人
生
々
活
上
の
必
要
虚
し
て
嚴
存
す
る
も

の
な
る
に
拘

…

享

、
.他
方
之
に
射
し
て
其
の
満
足
の
竃

に
行
は
る
べ
き
生
産
は
、
婆

上
の
必
誓

い
き

蓄

目
箸

は

一
せ
キ
し
て
、
專
ら
瞥
利

の
儒
め
に
行

は
れ
、
瞥
利
上
得
策
ご
見

ゆ
る
場
合
に
は
、
国
民
生
活
上

の
必
要
は
之
を
無

.

詔
…
し
て
も
、
利

の
嚼
め
に
業
を
行

ひ
て
顧

み
ざ
る
有
様
な
る
が
矯
め
に
、
生
産
ご
消
費

ご
は
、
投
冨
に
右
に
述
ぷ

ろ
が
如
く
、
消
極
的
に
不
適
合
を
來
す
の
み
な
ら
季
、
進
み
で
は
更
に
積
極
的
に
利
害
衝
突
を
惹
起

せ
ざ
る
を
得

…
な
い
。
斯

～
て
現
時

の
縄
濟
組
織
は
幾
多

の
難
解
な
る
問
題
を
獲
生
せ
し
め
、
或

は
是
が
爲
め
に
脛
濟
組
織
そ
の

一

も

の

》
解
膿
を
齎

す

の
已

む
を
得
ざ

る
も

の
あ

る
を
思

は
し
む

る
に
至
る
次
第
で
あ

る
。
「私

は
此

の
見
地

よ
わ

し一

一
て
、
藪

に
簡

軍
に

、
現

下

の
我
国

の
経
済

生
活
上

に
表

は
れ
な

る
諸
多

の
問
題

を
大
観
的

に
判
断

し
て
見

た

炉
孟

…
思

ふ
の
で
あ

る
。

一
凝
事
問
題

生
産
利
益
ε
消
塑
利
益
の
衝
艇
.

錆
九
巻

(萌
四
號

「
　
二
;

伍
(
七

P

■



時
事
晦
題

生
産
利
益
ご
淘
狸
私
益
の
術
突

二

貿
易
上
に
於
け
る
其
の
衝
突

第
ル
巻

(第
四
號

一
四
)

五
八
入

生
.産
電
消
費

こ
の
利
害
衝
突
は
右
述
ぶ
る
が
如
く
、
現
時
の
纒
濟
組
織
の
下
に
於
て
は
、
當
然
に
生
す

べ
き
も

.

の
で
あ
る
か
ら
、
其

の
馨

は
食

始
め
ぬ
を

で
あ
る
が
、
大
戦
以
来
我
國
の
毬
濟
界
も
俄
か
に
諾

す
る
に

,

至

つ
衰
が
斜
め
に
、
此

の
利
害
衝
突
は
特

に
目
立
っ
て
表
は
れ
祭
る
や
う
に
な
つ
な
。
.先
づ
共
の
最
も
大

い
な
る

も
の
ご
し
て
、
大
艦
の
傾
向

に
關

す
る
議
論
を
す
れ
ば
、
開
戦
後

三

ケ
年
に
じ

て
表
は
れ
來

つ
π
我
が
輸
出
貿

ト
う

易

の
伸
張

ε
之

に
件

ふ
角
地
生
産
業

(特

に
製
造
工
業
)
の
隆
盛
こ
の
大
事
實
が

一
方

に
存

す
る
に
拘
ら
す
、
他

方
に
於
て
は
國
内

の
消
費
貨
物
は
却

っ
て
減
少
し
、
国
民

一
般
の
生
活
は
却

っ
て
貧
弱
な
る
も
の
こ
な
っ
た
こ
ご

之
で
あ
る
過

之
を
生
簾
利
益
よ
り
云

へ
ば
輸
出
の
彌

が
上
に
も
殷
盛

遭
な
り
、
生
産
業
の
之
に
連
れ
て
著
大
な
る
獲
蓮
を
遂

げ

、
盆
・
茎

が
儲

か
っ
て
所
謂
欝

界

の
大
好
景
蓼

・王
出
せ
む

・
忌

、
最
も
好
ま
し
き
旨

た
る
霜

違

㎜
な
い
。
然
る
に
之
を

疲

饗

者

の
側
か
ら
.云

へ
ば
、
如
何
に
潤

の
生
産
糞

婆
に
な
っ
て
も
、
其
の
生
産

に

.

依
・
て
増
蓼

巽

・
貨
物

が
園
内

の
翼

に
向
け
暑

・
よ
り
も
却

っ
て
多
く
塾

せ
ら
れ
・
然
か
も
其
の
輸

出

に
依
り
て
得
ら
れ
π
る
袋

は
、
た

養

書

し
て
外
囲
に
貸
付
け
ら
れ
た
り
、
在
外
正
貨
に
繰
入
れ
ら
れ
て

西

園
兌
換
券
の
謬

の
基
讐

な
っ
て
國
内
に
於
て
濫
費
せ
量

・
ば
奪

で
、
+
分
な
る
資
本
化

の
行
は

る
、

、



燐

斧

、
財
貨
の
走

於
て
園
内
の
生
奮

讐

入
嘉

突
A・は
し
て
計
算
し
て
見
て
・
凾
内
に
磐

物
や
入
る

」
粉
よ
り
か
も
、
出
て
行
く
物

の
方
が
多
一
、
ま
た
近
き
將
來

に
資
本
が
働
を
生
じ
て
財
貨

の
園
内
供
給
を
豊
に
す

㌃

見
込
の
な
い
場
盒

は
、
そ
の
装

は
決
し
玉

響

喜
多

き
状
呪
芋

る
忌

奮

來
ぬ
・
然
る
に
之
を

…

羅

暴

言

窒

・
ま
で
の
寝

に
照
し
て
見
れ
ば
、
輸
出
接

ゲ
議

ち
鴛

養

金
は
・
其
の
+
分
な
る

責

木
化
行
・
れ
讐

、
國
内
・
於
げ
・
財
募

供
給
・
到
竃

加
せ
る
需
要
堰

莚

く
し
て
・
畏

盤

た

だ
に
物
傾
の
驚
く
可
き
騰
貴

に
懐

さ
る
Σ
の
み
な
ら
す
、
實
質
的

に
財
貨

の
缺
乏
を
感
じ
、
国
民

一
般

の
生
活

の

.

内
容
は
戦
前
よ
り
も
却

っ
て
貧
弱

こ
な
っ
て
來
だ
有
様
で
あ

る
。
藪
に
生
産
者

の
利
益
ご
消
費
者

の
利
益
ε
の
太

り

.

い
な

る
衝
突

は
實

験

せ
ら
れ

つ

、
あ

る

の
で
あ

る
。

[

之
を
生
産

者

か
ら
云

へ
ば

、
尭

ゴ
貨
,幣
利
得

の
人

な

る
を
以

て
其

の
業
務

の
目
的

こ
す

る
次
第

で
あ

る
か
ら
、
、

生
産

品
は
之

を
内
国

に
費

る
ど
外
囲

に
賣

る
ご
は
敢

」て
問

ふ
所

に

あ
ら
ず
、
之

を
外
國
市
場

に
費

つ
な
方

が
利
得

・

ヨ

多

大
な
り
愚

ふ
限
り
は
、
園
内

の
事
は
顧

乏

暇
な
ε

て
、
幾
ら
で
な
外
國
に
輸
出
す
る
の
で
あ
る
・
現
に

　
　

　
　

.

羅

暴

、
國
内
に
於
け
る
消
費
貨
物
の
供
給
は
婁

歪

墜

な
れ
る
に
拘
ら
で

食
響

誓

い
は
で

原
料

.

口叩
ご
い
は
ヰ
、
製
造
品
ε
い
は
事
、
血

路
此

の
企
業
⊥

の
利
得

の
爲

め
に
移
し
き
輸
出
を
見
挺
の
で
あ

る
。

然

る
に
國
家
全
艦

の
利
害
よ
り
考

へ
て
常
に
裡
濟
に
饗
し
て
も
公
学
な
る
政
策
を
施
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
任
務
を
負

一

叢

贋

亦
、
現
組
織
の
下
に
於
て
は
琵

生
産
偏
重
掻

巻

髪

讐

。
そ
れ
は
現
時
の
脛
濟
組
獲

大
鑑

一

票

選

生
産
裂

・、裟

利
書

聖

,

錦
嚢

(醤

號

=

青

果

九



時
事
問
題

生
産
利
益
ξ
消
費
利
径
の
衝
発

第
九
巻

(第
四
號

一
一
六
)

丑
拓
G

、

…
に
於
て
生
産
利
金
を
本
位
ヒ
す
る
組
織
な
る
に
加

へ
て
ヤ
今
時
の
政
府
を
形
造
る
者
は
、
彼

の
官
僚
軍
風
に
し
て

一
も
、
政
蕪
に
し
て
も
、
大
抵
地
主
や
資
本
家

の
勢
力
を
基
礎
ε
し
て
立

つ
も

の
で
あ

る
か
ら
、

一
般
消
費
者

の
利

益
を
犠
牲
に
し
て
も
生
産
者

の
利
金
を
擁
護

し
増
進

す
る
に
愚
な
る
者
な
る
が
爲
で
あ
る
。
さ
れ
ば
我
国
の
賞
状

'

{に
於

て
も
、
戦
時
以
来
古
池

の
如
き
情
勢
あ
り
て
、
少
し
く
時
情
を
達
観
す
る
者
な
ら
ば
、
寧
ろ
多
少
は
生
産
者

の
利
益

を
抑
19
る
ご
も
、
無
制
限
な
る
財
貨

の
輸
出
一

特
に
国
民
の
生
活
に
直
接
至
要

の
關
係
を
有
ず
る
種
類

ゴ

「
の
財
貨

の
輪
…出
一

は
或

は
之

を
禁
止
し
叉
は
制
限

し

て
然

る

べ
き
で
あ
為

の
に
、
殆

ん
ご
多
く
之

を
爲

さ
す
。

た
y
成
行
の
儘
に
放
任
す
る
の
み
な
ら
.す
、
却

っ
て
政
府
に
於
て
無
理
算
段
を
し
て
迄

そ
の
輸
出
を
奨
顕
し
π
有

様

で
あ
る
。
是
は
洵
に
、
・自
己
の
關
係
筋
や
政
蕪
政
派
の
利
害

の
鴬
に
せ
ら
れ
拠
も

の
ε
す
れ
ば
、
言
語
同
断

の

こ
ε
で
あ
る
が
、
其
勲
は
暫
く
之
れ
な
き
も

の
ご
す

る
も
、

一
般
的
に
現
今

の
如
く

一
種

の
重
商
主
義
的
見
解
の

置
く
行
は
れ
、
.貨
幣
利
得
を
多
べ
牧
む
る
こ
ご
が
即
ち
國
を
富
ま
し
夙
を
富
ま
す
所
以
な
り
ε
.す
る
見
解
が
、
根

へ

.

強
き
勢
力
を
有
す
る
場
合
に
在
ウ
て
は
、
之
に
捕
は
れ
た
る
者
は
、
誠
心
誠
意
を
以
て
政
務
に
當
る
に
し
て
も
、

侮

且

つ
此
訣
に
陥
る
こ
釜

な
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
禍
根
は
寧
ろ
多
く
現
時
の
資
本
主
義
の
組
織
ご
之
を
支
配

す
る
新
重
商
主
義
的
の
見
解
ご
に
存
す
る
次
第
で
あ
っ
て
、
此

の
組
織
ε
此

の
見
解
の
続
く
限
り
、
生
産
利
益
偏

書
聖
の
駕
め
に
、

一
般
溝
費
者

の
利
益
が
多
少

こ
も
に
犠
牲
に
供
せ
ら
る
玉
は
、
洵
に
已
む
を
畑舟
ぬ
所
で
あ
る
。

　
コ

尤
も
我
が
政
府
も
時
弊

の
あ
ま
ゆ
に
甚
し
き
を
見

て
は
、
多
少
は

一
般
消
費
利
益
を
顧
み
て
、
或
種

の
財
貨
の



輪
暴

止
や
制
馨

し
た
が
、
そ
れ
は
併
甚

蓮

播
き
で
姦

・
襲

い
も
の
で
あ
っ
徳

謂
堅

塁

墨

…
み
な
も

の
で
、
殆

ん

ど
見

る
に
足

る
敷
果

を
擧

げ
得

な

か

っ
π
。

、

.

9

一=
-
食
料
闇
…題

に
於
け

る
其

の
衝
突

r

　
次
に
之
を
食
料
問
題

に
就

い
て
見
る
も
、
右
の
事
情
は
異

る
所
が
な
い
。
即
ち
開
戦
以
來
暫

く
國
内

の
食
料
品

の
供
給
豊
か
に
行

は
れ
、
.米
要
償
も
比
較
的
低
安
な
り
し
際

に
當

っ
て
は
、
早
晩
必
事
や

「
般
滑
費
能
力

の
増
加

一
の
爲
め
に
、
食
料
・叩
特
に
未
裁
鋳

芝

園
内
需
要
の
増
加
し
来
り
て
供
給
難
を
醸
す
べ
き
こ
ε
の
豫
想
さ
れ
な

歪

拘
募

、
米
萎
の
輸
出
が
畠

に
又
可
也
罐

行
は
れ
馨

は
勿
論
の
こ
く

既
に
幾

供
給
歪

棄

償

奪

あ

萎

・
譲

ξ

窒

・
ξ

依
然
託

て
多
く
其
の
幣

に
孕

訂

限
の
加
3

う
と

暴

.

な
か

つ
穴
。
而
し
て
其

鼠

篤

行
は
る
え

至
つ
蛋

に
ば
、
腰

回
内
は
供
給
歪

に
苦
み
で

美

い
な

　
る
問
題
を
惹
起
し
て
し
ま

っ
て
か
ら
の
・
毛

あ
霧

。

.

「
.

島

製

馨

鞭

騨

罫

嘱

獄

吸
器

耀
毅

戯

諜

魏

誰

鍵

蹟

碧

購

騨

寵
甕

…

餐

め
峡

生
薯

は
常
に
楽

し
も
国
家
的
に
考
へ
て
之
が
生
産
を
行
は
す
・
利
得
の
推
算
上
米
作
を
腐
す
よ

烹

之
桑

園
墾

・
を
有
利
覚

れ
ば
田
地
を
つ
ぶ
し
て
錆

享

・
を
意
喜

責

暴

の
裏
作
養

す
よ

時
事

問
題

生
産
利
益

ピ
消
費
利
金
の
衝
突

.

第
九
巻

(第
四
號

[
一
七
)

五
九

「

●

F

.



　
時
事
問
題

・生
産
利
響

襲

利
益
の
衝
突

・

第
巻
.

(第
四
號

=

入
)

五
空

」り
も
他

の
工
業
用
原
料
品
な
ご
を
生
産
す
る
を
有
利
ご
見
れ
ば
之
を
駕
し

て
顧
み
ざ
る
有
様

で
、
實
際
北
極
の
多

て

の
事
例
覧

た
次
第

で
あ
・
。
是
も
洵

に
国
家
的
に
見
れ
笑

い
な
る
矛
盾
で
あ
っ
て
・
生
産
秀

馨

三

一
般
消
費
利
益
こ
の
不

「
致
が
齎
せ
る
皮
肉

な
る

一
現
象

π
る
を
失
は
ぬ
。
然
し
現
今
國
艮
脛
濟
を

一
個
膣

ご
レ
て

之
を
統
轄

す
る
何
等
の
力
な
く
、
生
産
を
消
費
上
の
實
際

の
必
要
に
適
合

せ
し
む

べ
き
調
節
作
用
を
行
ふ
も
の
Σ

な
き
限
り
は
、
致
方
も
な
い
所

で
あ
る
。

.

ら

」

更
に
叉
之
粟

償
問
題
に
於
て
見

る
も
、
生
産
書

し
て
は
米
償
は
高
き
ほ
ご
希
望
す
る
所
で
あ

っ
て
・

一
銭

一
響

難
も
高
き
を
以
て
喜
ぶ
べ
し
手

る
は
當
然
で
あ
る
。
然

る
に

産

油
費
者
は
反
封
に
其

の

厘

で
も
安

か
ら
む
こ
ε
を
希
望
し
、
両
者

の
希
望
は
到
底
両
立
し
難
い
。
現
今
清
費
者
は
到
底
其

の
負
櫓
…に
堪

へ
す
ご
す
る

高
き
米
償
も
、
生
産
者
は
荷
未
だ
安
き
に
過
ぐ

と
し
て
其

の
引
下
政
策
を
非
ε
し
て
種
々
の
政
治
的
運
動
を
試
む

る
者

す
ら
あ
る
。
而
し
て
従
来
政
府
は
米
贋
調
節
な
る
も

の
を
試
み
だ
け
れ
ご
も
、
然
ら
ば
扱
て
生
産
者

ε
消
費

者

こ
而
方
面
よ
り
見
て
双
方

こ
も
満
足
す
る
正
賞
の
償
格
は
如
何
に
し
て
見
出

さ
れ
、
之
を
標
準

ご
す
る
調
節
は

如
何
に
し
て
行
は
る
、
を
得

る
か
。
後
来
政
府

の
試
み
た
所
は
何
れ
も
失
敗
た

る
を
掩

ひ
難

い
の
で
あ
っ
て
・
現

…
時

の
個
人
主
義
的
な
る
輕
濟
組
織
を
其
盤

に
し
て
置

い
て
、
投
～
米
償
の
末
に
於
て
之
が
調
節
を
行
は
ん
ε
す
る

…
分
で
は
失
敗
は
初
か
ら
知
れ
切
つ
允
話
で
あ
る
。
消
費
者
を
満
足
せ
し
む
る
に
足
る
も

の
は
生
産
者
を
満
足
せ
し

む
健

足
ら
索

甚

者
に
都
合
よ
き
政
策
は
消
費
者
叢

っ
て
は
不
都
合
な
る
政
策
で
あ
る
。
所
謂
正
當
な
み

●

幽

「



鍵
格
な
る
も
の
Y
實
際
的
に
定
め
難

き
眠
し
v
米
贋
に
限
ら
す

一
般
的
に
債
格
調
節
は
至
難

の
.藁
で
あ
る
ゆ
需
給

の
根
本
を
適
合

「
致
せ
し
む
る
方
策
を
講

ぜ
事
レ
て
償
格
の
皮
相
を
追
ふ
政
策
は
所
詮
失
敗
に
終
ら
ざ
る
を
得

な

}

い
。
良
書
は
病

の
根
源
を
治
す
る
に
.心
掛
く
る
け
れ
ご
も
、
庸
讐
は
病
の
兆
候

に
.の
み
謝
し
て
無
暗
に
風
藥
を
飲

ま
し
π
り
膏
薬
を
貼

つ
え
り
す
る
も
の
で
あ
る
。

・

.

四

物
偵
問
題
に
於
け
る
其
の
衝
突

物

償
問
題
に
於
て
も
生
産
利
益

ご
消
費
利
益

の
衝
突
は
著
明
に
之
を
見

る
こ
ε
が
出
來
る
。
現
今

一
般
物
償
の

-驚
く
可
く
恐
る

べ
き
騰
貴
北
會
し
て
、

一
般
的

に
肚
會
生
活
は
甚
し
き
不
安
に
襲
は
れ
、
肚
會

の
基
礎
之
が
爲
め

に
動
揺

せ
む
ご
し
て
、物
債
調
節
を
要
求
し

一
般
物
債

の
別
下
策
を
断
行
せ
む
こ
ご
を
歌
蔚
に
裏
壁
す
る
の
聲
は
、

窪

遠
雷

の
如
く
怒
濤

の
聖

経

愈

に
轟
き
渡
り
つ
・
あ

る
。
然
る
に
生
拘
ら
す
、
政
府
は
言
を
左
右

に
托

し
.

て
之
を
断
行
す
る
を
得
す
、
今
頃
に
な
っ
て
も
ま
だ
物
債
騰
貴

の
原
因
が
ざ
う
の
こ
う
の
虚
説
明
し
で
み
た
り
な

ん
か
し
て
居

る
の
は
、
珈
も
何
に
因
る
か
。
之
れ
∬
實

に

一
般
清
薯

の
利
便
の
矯
め
に
す
る
物
儂
引
下
策
が
・
.

.

生
産
利
益
を
傷
害
せ
む
ご
埴
を
怒

る
」
か
ら
の
こ
ご
で
あ
る
。

.

現
在

の
異
常

な
る
物
償
騰
貴

の
原
因
が

一
面

に
於

て
は
需
要
に
封
ず
る

一
般
的
な
る
物
資

の
供
給
不
足
ε
、
他

㎡

に
於
て
は
遙
募

楚

の
膨
脹
亮

存
す
る
こ
ε
は
、
誰
し
も
之
を
認
髪

け
れ
ば
な
ら
ぬ
・
之
鍛

府
の
説

時
事
問
題

生
壁
利
益
ご
清
費
利
益
の
衝
突
.

第
九
巻

(第
四
號

=

九
}

五
九
三

.



時
事
問
題

生
産

利
益
ぐ」
清
費
利
益
の
衝
突

第
九
巻

〔第
四
號

=

一〇
)

五
九
四

.

明
を
待

つ
迄
も
な
動

か
な
所
で
、
然
か
も
就
中
婆

の
大
震

竺

般
物
麗

貴

の
原
因
ε

て
最

も
有
力

な

.

る
も
の
た
る
こ
。

.は
、
如
何
隻

を
掩
は
ん
手

る
も
能
は
ざ
る
所
で
み
る
。
而
し
て
其

の
原
因
讐

も
か
一

・

.

今
差
當
り
て

一
般
物
置
を
引
下
ぐ

べ
き
最
も
有
数
に
し
て
又
貴
行
し
得

べ
き
方
策
は
ビ
い
.へ
ば
、
そ
れ
は
通
貨

の
・

.

牧
縮
の
麓

奪

ざ
る
こ
ご
は
否
定
し
讐

所
で
あ
る
。
さ
れ
.ぱ
我
が
政
府
の
極
力
説
明
し
書

ん
手

る
が
如

π

、
物
鍵

貴

の
原
因
が
通
募

屡

淫

嘉

し
て
、
却
玉

露

翼

饗

芳

養

め
に
遁
募

震

を

　來
・
碧

も
の
な
・
に
せ
よ
、
然
…
ざ
塗

せ
よ
、
荷
も
當
面
の
問
響

い
て
遠

賀
を
縮
少
す
れ
ば

属

籍

、

標
準
雫

降
せ
し
む
・
に
足
⇔
、
其
力
の
+
分
に
し
て
其
敷
果
の
覿
面
な
る
慧

の
認
宣

る
、
限

り
は
・
政
府

一
な

、。
も

の
は
、
国
民

の
要
望

に
慮

じ
て
通
貨
牧

縮
を
断

行

す

べ
き

で
あ

る
。
.然

る
に
も
拘

ら
チ
、
躊
躇

之
を
頻

b

に
し
て
敢
て
断
行
し
得
ざ
る
も

の
は
、
之
が
矯
め
に
脛
濟
界

の
不
景
蓼

來
し
て
、
生
産
利
益
を
傷
害
す

べ
き
を

恐

る

、
が
鱈

め
抛

る
に
外

な
ら

ぬ
o

、一

「
常
空

涙
の
警

華

御
用
纂

家
の
説
を
聞
き
て
経
護

箏

行
は
ん
芋

義

が
政
府
は
・
此
の
生
産
利

…
盆

の
傷
害
な
る
も

の
を
怒
る

、
こ
ご
實
以
て
甚
し
き
も
の
で
あ
る
。
か
る
が
故
に
苟
且
に
も
通
貨
牧
縮
を
行
ひ
海

幕

果
、
棄

界
に
不
景
氣
強

し
、
得
・
ゑ

塞

産
利
益
・
失
・
・
・
…

暑

あ
・
て
は
・
.直

穿

.

敷
奪

な
塾

し
.
然
か
も
そ
婆

ゴ
或
・
人
・
の
利
益
の
爲
め
に
由
蠢

蠢

§

に
あ
ら
室
・
.暴

の
弩

.

に
由
姦

大
事
な
,
。
と

、
、敢
て
通
募

籍

・
行
・
窓

は
せ
ぬ
の
で
あ
・
。
野

彼
等
蹟

爲
ぞ

・蒙

,



…

塞

く
生
肇

の
振
箏

、
貿
易
の
状
況
も
覆

譜

を
呈
し
た
義

票

、
大
戦
の
農

艇

っ
て
生
罐

聲

.

姦

・。
、
貿
易
も
急
に
順
調
覆

り
、
莫
大
の
利
得
婁

げ
て
國
募

激
馨

籍
し
饗

る
會

に
於
て
・
濫
り

.

に
國
内
の
小
清
薯

輩
の
葉

に
聞
き
て
肇

に
通
募

牧
縮
な
轟

ひ
て
、
折
角
頭
毒

げ
來
れ

る
生
産
藷

蚕

桑

委

こ
　

・
て
は
・
取
返
…

書

髭

る
・
折
角
與
へ
ら
れ
た
る
此
響

を
　

好

ロ

…
む
で
黎

す
・
は
愚
の
誓

れ
ば
、
小
浦
嚢

輩
は
苦
め
警

め
、
叉
馨

を
整

べ
き
普

讐

あ
る
・
生
産

一
業

は
邦

家

の
爲

め
之

を
挫
折

せ
し
め
て
は

な
ら
ぬ

と
。

一

・

彼
等
は
斯
の
如
き
見
地
よ
り
、
此
際
蕃

引
下
げ
を
行
は
ん
餐

め
崖

産
利
益
蕩

害
せ
む
ご
蕃

恐
妻

、

」愛
国
的
至
情
よ
り
し
て
、
敢

て
通
貨
の
膨
縦
な
ざ
之
を
断
行
す
る
を
敢

て
せ
ざ
る
も

の
で
あ
る
。
彼
等
ε
雌
も
内

一
一
霧

磐

引
下
ぐ
る
窪

授

薯

・
わ
け
で
は
な
い
が
、
冬

彦

行
幸

段
が
生
産
利
益
覆

罩

べ
き

…
を
恐
ミ

が
整

彦

行
饗

・
迄
の
・
毛

あ
・
。
生
産
利
益
を
傷
ふ
懇
懇

し
工

務

磐

引
下
げ
得
べ

.

き
他
の
有
効
薯

手
段
あ
ら
ば
、
彼
驚

喜

む
.で
之
を
行
ふ
で
あ
ら
う
意

は
…

唯
だ
悲
か
な
・
斯
の
如

き

有

効

な

る
他

の

手

段

が

な

い

の

で

あ

る

・

.

.

.

.

・

、
.
.

.

「

へ

さ
れ
ば
我
が
政
府
の
執

れ
・
態
度

の
聖

は
、
生
産
利
益
偏
重
の
理
念

一

否
従
来
の
時
勢

の
要
求
す

る
所
.

に
窓

ぜ

る
も

の
で
あ

っ
て
、
彼

の
個
人

主
義
的

な

る
資

本
主
義

組
織
を
金

城
湯
池

と
恃

む
者

は

、
誰

し
も

そ
う
で

.

.

あ
る
。
濁

り
我
政
府

を
餐

む

べ
き

で
は
な

い
o

僻
事
問
題

生
産
利
益
守」漕
聲
利
益
の
衝
突

「第
九
巻

〔第
四
號

「
二
「し

王
九
五

.

.



.

専
農

生
新

箏

む
聾
利
舞

舞

第
蓉

(第
四
號

三

二
)

五
突

併

し
今
や
時
勢
は
急
激
に
愛
り
つ
、
あ
る
。
其

の
憂
化
の
勢
が
要
求
す
る
所
を
知
り
得
ざ
る
者
は
醐
な
る
か
な
σ

.

其

の
攣
化

の
要
求
に
癒
じ
得
ざ
る
も
の
は
危

い
哉
。

五

労
働
問
題

に
於
け

る
宜
ハ
の
衝
突

隻

蕩

問
題
の
如
き
に
於
て
も
、
此
程
の
生
産
利
益
の
偏
重
遥

々
之
を
見
る
こ
と
が
繋

る
。
例
へ
綾

の
八
時
間
勢
働
や
勢
賃
引
上
の
要
求

や
に
聞
し
て
も
、
雇
主
側

の
謂
ふ
新
穂
購
げ
ば
常

に
で
う
で
あ
み
。
.吾
々
雇

.

圭
は
雇
主
ご
し
て
泱
々
て
夢
働
者
を
酷
使
せ
う
ご
す
る
者
で
は
な
い
。
吾
々
も
弊
働
者
の
疾
苦
は
善
く
之
を
知

つ

一

て
居

る
。
だ
か
ら
出
水
得
る
限
り
其

の
勢
苦
を
慰

め
其
の
幸
幅
を
増
進
す
る
こ
ご
に
は
常
に
心
を
碎

い
て
居

る
の

で
あ

っ
て
、
文
理
に
之

が
爲
め
に
す

る
…幾
多

の
施
設
を
駕
し
て
居
る
。
五
口
々
が
勢
働
者
慰
安

の
爾
め
に
費
す
金
額

…
は
蟹
に
莫
次
な
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ざ
も
既
に
企
業

な
る
も

の
が
生
座
上

の
利
益
そ
擧
げ
ん
が
爲
め
に
行
は
る

.

る
も

の
な
る
限
り
、
生
簾
上
に
於
け
る
国
家

の
大
利
釜
を
著
し
く
犠
牲
に
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
ご
の
要
求
を
提

、

起
す
る
は
躰
働
者
が
無
理
で
あ
る
。
今
若

し
十
二
時
間
勢
働

を
八
時
間
勢
勧
馴
に
短
縮
す
る
が
如

き
こ
芝
を
行
ふ
に

於

て
は
.
爲
め
に
生
す
る
生
産
利
益

の
亡
失
は
幾
干

の
豆
類
に
上
ぼ
乃
を
避
け
難

い
。
之
を
亡
失
せ
し
め
ざ
れ
ば

一
慮
じ
難
き
程
度
の
要
求
を
駕
す
は
、
勢
働
者
に
於
て
国
家

の
利
益
を
儚
く
る
責
を
負
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ε
。
.
・

一

雇
主
は
常
に
此
程
の
理
由

の
下
に
勢
賃
の
引
上
や
勢
働
・時
間
短
縮
や
の
要
求
に
抗
排
す
る
の
で
あ
っ
て
、
共

の

,



.

抗
糀
…は
必
ず
し
も
挺
.罫
自
己
の
利
得

を
街
ら
ん
が
爲
め
に
、
口
を
國
家
の
利
益

に
薙
り
て
荷
も
免
れ
ん
ご
ず
る
も

.

の
で
は
な
い
。
彼
等
儀

場
食

は
眞
愛
撫
か
信

じ
て
、
國
家

の
利
益

を
思
ふ
の
念
よ
り
之
を
謂
は
ん
享
.

な
の

…
で
あ
る
。
さ
れ
ば
之
は
恰

も
前

に
掲
げ
た
る
場
合
高

～

、
在
来
の
生
産
利
益
偏
重
の
見
地
よ

り
出
で
だ
る
.一

壷

の
見
解

で
あ

っ
て
、
砦

見
解
鋳

・
て
は
、

、政
府
も
之
を
正
嘗

見

、
蚤

時

の
経
済
羅

の
下
星

崖
利
.

一
卷
董

撃

・
人
々
呈

之
を
正
窶

す
る
の
で
あ

る
・

而
し
て
例

へ
ば
紡
績
、業
の
如
莫

機
械
役

用
し
、
生
窪

披
露

に
は
大
部
分
機
械

の
働
譲

り
て
行
は
れ
・

勢
働
.着
発

ご
其
の
機
械

の
働
を
監
視
し
之
を
補

ひ
之
を
動
く
る
塩

ぎ
署

種
類

の
生
肇

に
穿

て
は
・
勢

勧

賄

姦

攣

れ
ば
.
塵

の
董

喬

少
せ
・
む
・
曇

・
讐

所
で
あ
る
・
而
し
て
た
三
.
人
々
々

鐸

動

者
の
欝

.舗

を
短
縮
す
る
課

ふ
問
題
だ
け
な
ら
ば
、
勢
働
者

の
誓

ぞ

ミ

す
れ
ば
生
産
め
減
少
は
之

.

を
防
げ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
彼

の
深
夜
業
禁
止
や
夜
業
徹
膳
や
を
行
ふ
こ
と
に
な
れ

ば
内
生
産
額
は
ざ

う
し
で
も

.

　
減
少
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
ε
、
な
る
。
さ
れ
ば
飽
迄
生
産
利
益
喬
愈
重
し
、
・国

家
は
生
膣
利
益
を
犠
牲
に
す
る
を

古

書

す
、
窪

塞

の
伸
砦

計
り
暴

得
・
限
り
の
力
を
以
て
出
水
得
・
限
皇

あ

憲

を
駕
す
を
喜

.

す
壽

蒙

見
地
に
立
つ
以
上
は
、
奪

の
主
張
に
は
甚
だ
理
由
あ
る
こ
妻

せ
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
・
而
し
て
生

.

産
利
益
の
偏
重
を
以
て
成
立
て
り
こ
も
謂

ふ
を
得

べ
き
現
時

の
資
本
主
義
組
織
に
於
て
、
此
種
の
意
見
が
通

り
の
.

…
よ
い
の
は
當
然
の
こ
ご
で
あ
る
。
.
.

、

時
補

題

生
新

釜
・、消
費
利
奮

衝
突
.

第
九
巷

粛
四
號

三

三
)

玉
圭

F



時
事
農

生
羅

磐

娑

利
益
の
婁

窮
暮

(第
四
號

三

四
)

五
九
八

け
れ
ご
も
問
題
は
、
斯
か
る
生
産
利
益
偏
重
の
見
解
其
者

が
果
し
て
正
當
な
り
や
、
か

》
る
生
産
利
盛
偏
重
の

屡

羅

及
笠

窪

濟
羅

が
果
・
て
正
賞
の
・
の
・
り
や
否
や
・
摩

・
。
.而
し
て
羅

に
於
・
舟

建

…
動
や
蕩

運
動
髭

㊨
根
本
問
題
に
射
し
て
疑
問
を
挿
み
之
が
解
決
を
見
出
さ
ん
手

る
も
の
で
あ
る
か
ら
陽
解

　容
疑

覆

歪

鯉

・
・
限
煮

、
た
藺

題
蜀

・
て
問
警

以
・
答
ふ
・
・
の
た
る
に
外
な
亀

六

潰
費
利
益
尊
重
の
必
要

露

"
う

一

総
て
上
に
擧
げ
な
る
所

の
も
の
、
如
き
は
、
現
塒
の
脛
濟
に
於
け
る
生
産
利
益
ε
消
費
利
益
と
の
衝
突

の
衰
微

れ
來

る
主
な
る
方
面
を
試

に
示
し
え
る
も

の
だ
る
起
過
ぎ
ぬ
。
け
れ
こ
も
藪
に
擧
げ
九
る
だ
け
に
就

い
て
之
る
見

る
も
、
貿
易
上
に
於
け

る

一
般
利
益

と
生
産
者
利
益

と
の
衝
突
ご
い
ひ
、
食
料
問
題
に
於
て
表
は
る
.、
其

の
翫
突

ε
い
ひ
、
物
儂
問
題
や
勢
働
.問
題
に
於
け

る
生
庵
利
益

の
偏
重
ご
い
ひ
、
何
れ
も
之
れ
現
時

の
経
済

の
擦
て
立
て

…
る
楕
碧

共
の
有
す
る
産
業
組
磐

が
當
然
に
有
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
現
時

の
輕
濟

の
精
普

し
組
轡

ア
る

薪

が
績
虚

り
は
、
常

に

一
般
婆

利
益
が
、
生
産
者

の
利
益
の
爲
め
に
、
乃
至
は
聚

の
生
産
利
益

の
短
め
榎

犠
牲
に
供
せ
ら
る
、
場
合
多
き
は
免
れ
難
き
所
で
あ
る
。

.

㌧

撚
れ
ご
も
詳
か
に
思

へ
ば
、
生
産

の
伸
張
が
、
よ
し
国
家

の
利
益
で
あ
ち
う
ご
も
、

.そ
の
伸
張
は
同
じ
く
国
家

…
を
組
織
せ
る

一
般
国
民
の
消
費
利
益
を
犠
牲
に
せ
な
け
れ
ば
行
は
れ
ざ
る
如
き
掛
合
に
於
て
、
果
し
て
正
當
で
あ

、

㌔



.

.る
で
あ

ら
う

か
。
国

家
企
鵬

忘
し
て
の
、
叉
其

の
永

久

の
、
利
益

と

一
致
す

る
で
あ
ら
う
か
。
若

し
國

家
が
彼

の

・

寺

銭
奴

の
如
く
、
冬

金

を
蓄
ふ
る
を
以
て
能
署

し
、
之
を
以
て
幸
輻
ε
す
る
も
の
な
ら
ば
・
恰
も
守
銭
奴
が

喰

ふ
物
も
喰

は
薯

・
物
も
葦

、
生
命
姦

り
減
ら
し
て
金
を
蓄

ふ
・
が
如
乏

、
國

に
財
貨
を
積

み
又
は
黄

蚕

を
蓄
ふ
る
を
以
て
、
第

一
養

せ
な
け
れ
ば
な
5
ぬ
で
あ
ら
う
。
其

鼠

食

於
て
は
傷

者

の
血
を
枯

ら
し

骨
噛
砕
き
て
も
生
産
を
進

め
.な
け
れ
ば
な
る
懐
い
。

一
般
消
費
者

の
生
活
は
如
何
に
危
殆
に
階
り
て
も
、
生
産

の

獲
達
、
輸
出

の
隆
盛

の
爲
め
に
は
、
驀
然
に
進
み
行
く
を
可
ε
す
る
で
あ
ら
う
。

併
し
國
家
は
そ
ん
な
も

の
で
は
な
い
。
國
家
生
活
は
た

y
経
済
生
活

の

一
方
面
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ

っ
て
、
・

ロ

他

に
幾
多
の
方
面
が
あ
る
。
叉
脛
濟
生
活
の
方
面
だ
け
に
於
て
も
生
産
方
面
ば
か
り
で
は
な
く
し
て
、
滑
貸
方
面

一
が
あ

る
。
然
か
も
生
産
量

　鍋

嚢

の
目
的
の
爲

め
に
行
は
る
・
手
段
行
婁

る
に
過
享

、
游
費
が
目
的
で
あ

一
っ
て
、
然
か
も
消
費

こ
は
人

の
生
活

を
維

持

し
人

が
人

と
し

て
活

き
て
行
く
所

以

の
爲

め
に
せ
ら
る

、
も

の
、
即

一
ち
人
の
生
存
碁

の
嚢

を
形
造
る
も
の
。
り
芋

設

、
裟

・
重
ん
せ
ら
る
で

し
て
渥

産
は
之
に
鬱

す
べ
き
も
の
ね
る
や
、
多
く
論
ず
る
迄
も
な
い
。
現
時

の
如
↑
生
産
一が
却
っ
て
母
重
さ
れ

て
消
費
は
時
に
之
が
爲…

…
め
に
犠
牲

に
せ

ら
る

、
が
如

き
は

、
必
竟
之

れ
、
人
よ

り
も
物

の
重

ん
ぜ
ら

乃

＼
ε
.い
、ふ
こ
ご
な

る
に
外

な
ら
ぬ
。

の

㎝
目
的
れ
る
人
が
輕
ん
越
ら
れ
て
手
段
拠
る
物
が
重
ん
せ
ら
る
」
は
、
併
し
乍

ら
、
大
い
な
る
不
道
理
で
あ
る
。
物

.

を
多
く
生
産
せ
ん
が
矯
め
に
人
が
入
ε
し
て
有
す
る

一
般
消
費
利
金
や
勢
働
者

の
身
膿
や
が
犠
牲
に
供
.せ
ら
る
、

時
蕎

題

生
産
裂

活

費
利
募

婁

、

男

君

(譲

號

三

五
)

五
九
九

「



時
事
隠
題

生
産
利
益
ご
滑
費
利
器
の
衝
突

、

第
九
巻

(第
四
號

=
一六
)

米
O
O

が
如

き

は
、
不
僚

理

の
甚

し
き
も

⑳
で
あ

る
。
.

・

、
.
.
.
.

.

ハ

さ
れ

ば
吾

等
は
此

の
不
僚

理

に
撮

て
立

て

る
現
時

の
縄

濟
組
織
特

に
其

の
産

業
組
織

を
改
造

す
乃

の
必
要

を
有

.

す

る
ご
同
時

に
、
此

の
必

要

の
爲

に
は
偶
政
者

も

一
般
國
民
も
常

に
、
手
段

の
短

め

に
目
的

を
犠
牲

に
、供

す
る
が

ヒ

如

き
を
止

め
、
大

い
な

る
畳
悟

を
以

て
此

の
改
造

の
任
務

に
…封
恋

す

べ
く
叉

貢
献

す

べ
く
、
.生
産
利
益

に
劃

す

る
.

清
費
利
益

の
曾
重

を
實

現
す

べ
費
政
策

を
行

ひ
、
又

之
に
必
要

な
る
行
動
を
取
ら
な
く

て

は
噸
ち

顧
つ

併

し
元
家

ヨ

生
産
活

磐

は
幾

つ
三

を
學

べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
何
れ
を
璽
吊

る
象

耳
翼

発

箭

馨

し
て
各

々
其
所
を
得
せ
し
め
、
目
的
は
目
的
ご
し
て
、
手
段
は
手
段

と
し
.て
、
渾
然
た
る

認
和
を
得
せ
ル
む
あ
に
.

存

す
る
。
何
れ
に
し
て
も
現
時

の
如
き
生
産
偏
重
の
弊
害
は
国
家

の
政
策
に
於
て
も
、
國
民
の
態
度
に
於

て
も
、
、

一
日
も
早
く
之
を
撲
滅
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
物

の
爲
め
に
人
を
犠
牲

に
す
る
が
如

き
政
策

こ
.}
般
国
民
の
態
度

ご
の
存

ず
る
限
り
、
吾
等

の
生
活
は

}
日
も
安
慰
快
適
な
る
を
得

る
も
の
で
な
い
。
希
く
は
人
を
.し
て
物
以
上
に

}

居
ら
し

め
よ
。
而
し
て
此

の
理
想
は
理
想
こ
し
て
は
高
遠

で
あ
る
が
、
質
地
政
策
ε
し
て
は
之
を
日
常
事
に
行
ふ
.

.

こ
ご
が
出
来

る
。
.現
今
の
時
事
問
題
の
解
決
は
此

の
理
想

の
建
立
に
依

っ
て
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
.(終
▽

¶


